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�スタートします！「ちけん君 ２０１１年外来の旅」- 院内における治験啓発活動の取り組み-

❷ 南海・東南海地震に備えて 今徳島で何が出来るか−備えあれば憂いなし−

�東日本大震災医療支援活動を経験して

�臨床試験支援部門より

�徳島治験ネットワーク便り

�ホームページ リニューアルのご案内

�編集後記 水遊び（神山森林公園）
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　２０１１年３月１１日、東日本大震災が発生し、未曾有の被害が起きて

しまいました。被災された方々には心からお見舞い申し上げます。

　マスコミから得られる情報が余りにも深刻で、遠く離れた四国の徳島

で何ができるかと気持ちばかりが先走り、焦る日々でした。５月には、

看護部、薬剤部からの要請ではありましたが、センターの代表として２

名の CRCがそれぞれ看護師、薬剤師として宮城県石巻市に派遣されま

した。医療に携わる者として、その役割を担う事ができたのは、僅かで

すが心の支えとなりました。

　今回の大震災を経験して、私たちも近い将来懸念されている南海・東

南海大地震に備えることの必要性を強く感じました。日頃からそれぞれ

の役割を自覚し、行動できる人（組織）作りと、その為に周到な準備を

しておく事が、今出来る私達の役割だと思い、「第１回　災害対策研修

会」を開催しました。センタースタッフ全員で「行動できるマニュアル

作り」をテーマに、各 CRCが担当している被験者さんの連絡先等を記

した一覧や、各治験の依頼者の方の連絡先一覧等を紙媒体でも作成して

いくことなど、非常事態への備えについて検討しました。

　この研修会を通じて、私たちは徳島大学病院の職員としての役割を遂

行しながら、臨床試験管理センターが関わる治験・臨床研究に参加され

ている被験者の方々の利益を最大限に守るために、今できる事・してお

かなければならない事を怠りなく準備しておきたいとさらに強く思い

ました。

　関西広域連合における徳島県被災地チームの医療救護班に看護師として加

わり、宮城県石巻市の万石浦中学校で医療支援活動を行いました。

　災害後約２カ月が経過しており、被災地も落ち着きを取り戻しつつありまし

たが、移動中の車窓からみえる風景は見渡す限りがれきの山で、津波の脅威を

改めて感じました。私になにができるだろう、と不安な思いで現地に向かいま

したが、医療従事者として微力ながら役割を担えたことを誇りに思います。

　今後南海・東南海地震に備え、徳島でも対策を講じなければなりません。徳

島で震災が発生すれば、徳島大学病院は地域の拠点病院となります。今回被災

地を間近に見てきた者として、徳島の災害対策において一役を担えるよう努力

したいと思います。



3

徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会徳島大学病院臨床研究倫理審査委員会
新規承認一覧（条件付き承認と修正の上承認を含む）

研 究 責 任 者 所 属番 号研 究 責 任 者 所 属番 号研 究 責 任 者 所 属番 号承 認 月

子 ど も の 保 健 ・ 看 護 学1167神 経 内 科1162泌 尿 器 科1157

４ 月 承 認

（１４ 件 ）

ス ト レ ス 緩 和 ケ ア 看 護 学 分 野1168ゲ ノ ム 制 御 分 野1163泌 尿 器 科1158

内 分 泌 ・ 代 謝 内 科1169口 腔 顎 顔 面 形 態 学1164泌 尿 器 科1159

消 化 器 ・ 移 植 外 科1170麻 酔 科1165整 形 外 科1160

消 化 器 内 科1166矯 正 歯 科1161

口 腔 保 健 支 援 学1185消 化 器 ・ 移 植 外 科1178精 神 科 神 経 科1171

５ 月 承 認

（２０ 件 ）

口 腔 機 能 福 祉 学1186消 化 器 内 科1179歯 周 歯 内 治 療 学1172

薬 理 学1187臨 床 腫 瘍 医 療 学1180食 道 乳 腺 甲 状 腺 外 科1173

学 校 保 健 学1188産 科 婦 人 科 学1181食 道 乳 腺 甲 状 腺 外 科1174

看 護 教 育 学1189救 急 集 中 治 療 部1182食 道 乳 腺 甲 状 腺 外 科1175

皮 膚 科 学1190療 養 回 復 ケ ア 看 護 学1183消 化 器 ・ 移 植 外 科1176

脳 神 経 外 科1184消 化 器 ・ 移 植 外 科1177

生 殖 補 助 医 療 学1213地 域 看 護 学 分 野1202呼 吸 器 ・ 膠 原 病 内 科1191

６ 月 承 認

（２８ 件 ）

ス ト レ ス 緩 和 ケ ア 看 護 学 分 野1214地 域 看 護 学 分 野1203呼 吸 器 ・ 膠 原 病 内 科1192

薬 理 学 分 野1215地 域 看 護 学 分 野1204臨 床 神 経 科 学1193

消 化 器 ・ 移 植 外 科1216消 化 器 内 科1206小 児 科1194

臨 床 試 験 管 理 セ ン タ ー1217血 液 内 科1207小 児 科1195

小 児 科1218血 液 内 科1208内 分 泌 ・ 代 謝 内 科1196

循 環 器 内 科1219歯 科1209糖尿病臨床・研究開発センター1197

循 環 器 内 科1220口 腔 顎 顔 面 補 綴 学 分 野1210予 防 医 学 分 野1199

栄 養 管 理 室1211予 防 医 学 分 野1200

生 殖 補 助 医 療 学1212メ ン タ ル ヘ ル ス 支 援 学 分 野1201
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●７年ほど愛用しているスーツケースの調子が悪くなってきました。色んな国に一緒に行きましたが、そろそろ買い換え時

のようです。新しいスーツケースを買って、夏休みはヨーロッパ旅行へ！！という夢を見ています。（鈴木）

●阿波踊りの時期ですね。阿波踊りのお囃子はジャズだと思います。アドリブを巧妙に効かせながらも、踊れるリズム・旋律

から外してはなりません。秩序と混沌、静寂と狂躁。センターにやって来たちけん君も初めての徳島の夏です。（下村）

●道を譲るとハザードランプでお礼の合図をしてもらうのですが、あれをされるのが好きな私はタイミングさえ合えば道を

譲るようにしています。あれは運転している時の、私のちょっとした癒しです。（三好）

●夏と言えば『そうめん』です。徳島では半田そうめんという太い素麺が有名なのですが、我が家は太い派と細い派に分かれ

ていて、仕方なく２種類茹でます。めんどくさい。（素麺ごときでめんどくさいはいけませんね）　（明石）

●遅ればせながら、今年から家のベランダにゴーヤのグリーンカーテンを設置しました。レター作成開始時期に植えた苗た

ちは、力強く茂っています。節電に努めつつ、ゴーヤをモリモリ食べて今年の夏も元気に過ごすことができました♪（福地）

　徳島治験ネットワークでは、治験・臨床試験の案件紹介だけでなく、実施可能性（Feasibility）調査の実施について

も依頼を受け付けています。

　調査の依頼は、メール・電話等にて対応しています。調査対象施設についての要望等がありましたら、事務局の方に

ご相談下さい。ご希望に添った施設を提案させていただきます。

　調査に要する期間は、調査依頼日（調査依頼者からの調査票等の提供があった日）より１週間〜１０日ほどで、事務

局にて調査結果をとりまとめ、調査依頼者にお知らせします。

　調査費用は現在の所無料ですので、お気軽に担当者までご相談下さい。

《実施可能性調査　実施件数》

調査対象疾患件　数年　度

Ⅱ型糖尿病、オピオイド誘発性便秘、慢性心房細動、ＳＬＥ、結合失調症５平成２２

乳がん、リウマチ、糖尿病性神経因性疼痛３平成２３（７/１現在）

担当：井本，鈴木

Tel：０８８−６３３−７９５７

Mail：tnct@clin.med.tokushima-u.ac.jp

　２０１１年５月１３日にホームページをリニューアルしました。当センターは４つの

部門がある為、ホームページ上で案内する情報も多くなりがちでしたが、統一したデ

ザインに切り替わり、見やすく・分かりやすくなったと思います。

　なかでも、ほぼ毎月１回開催している臨床試験研修セミナーへの参加申し込みと、

必須文書の閲覧等事務局関連モニタリングの申し込みについては、WEB上より申込

み可能となり、利便性が向上しました。

　開設当初より、オリジナリティー重視、写真満載の賑やかなホームページです。癒

しのコーナー、臨床試験管理センター日記もぜひご覧下さい。ますます皆様に愛され、

訪問されるホームページを目指します。

◆臨床試験管理センター：http://plaza.umin.ac.jp/~chiken/

２月には、徳島治験ネットワークのホームページもリニューアルしました。

各ページのバナーには、谷憲治教授（徳島大学大学院 HBS 研究部　総合診療医学分野）が撮影なさった徳島の名所の写真をお借りして、掲載していま

す。素敵な写真をご提供下さった谷教授に、この場を借りて御礼申し上げます。有り難うございました。

◆徳島治験ネットワーク：　 http://plaza.umin.ac.jp/~tnct/

◆徳島大学大学院 HBS 研究部　総合診療医学分野：　 http://www.tiiki.umin.jp/

※今年の開催担当は、高知大学医学部附属病院　臨床試験センターです。協議会のプログラム等は、臨床試験センターのホームページ

　（http://www.kochi-ms.ac.jp/~ct_clrsc/index.htm）をご覧下さい。当センターのホームページからもリンクしています。

第３回　四国地区治験推進連絡協議会

●開　催　日：平成２３年９月３日（土）１３時〜１７時３０分

●開催場所：高知市文化プラザ　かるぽーと

　　　　　　市民ギャラリー第２展示室（７Ｆ）、大ホール（２Ｆ）

会場にて、多くの皆さまと治験・臨床試験に関する意見交換をさせていただけることを楽しみにしています。

主催：高知大学医学部附属病院　臨床試験センター

　　　香川大学医学部附属病院　治験管理センター

　　　徳島大学病院　　　　　　臨床試験管理センター

　　　愛媛大学医学部附属病院　臨床薬理センター


